


※間柱を横架材に直接固定する場合も同じ方法

1-4. 　 間柱、 頭繋ぎ 、 受け材の固定方法
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　場合は固定釘をＣＮ９０としてください。
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　　を使用してください。

　　割れない程度の寸法を確保します。頭繋ぎ、受け材は、間柱と同寸とします。

③　使用する材は、節、腐れ、割れ等により釘の強度が落ちないような品質のものであり、よく乾燥した材（KD材）

⑥　間柱、継目間柱は、受け材間を隙間無く納め、上下端とも釘CN75を3本で斜め釘打ちとします。

⑧　耐力壁に規定の寸法を超える開口を設ける場合は、あらかじめ開口補強材を固定します。

②　継目間柱は片面耐力壁で45×65mm以上、両面耐力壁で45×90㎜以上のものとします。

※受け材、添え間柱に45ｍｍ厚を使用する

④　頭繋ぎ、受け材は柱または管柱間を1本ものとし,隙間なく納めてください。

1-5.  やむを 得ず耐力壁面材を縦に継ぐ 場合

継目受材

1-6.  主な耐力壁の組合せと 間柱の寸法

※枠材の断面寸法公差は-3㎜とします。

①　間柱の配置は1/2P以内で、その寸法は片面耐力壁で30×65mm以上・両面耐力壁で30×90㎜以上とし、釘を打ち込んでも

①縦目受材は、耐力壁間柱と同等の品質のものとします。

②縦目受材は耐力壁が片面の場合、45㎜×65㎜以上、両面の場合は45㎜×90㎜以上とします。

！ 3m以下の階高で継目を入れると、計算上の耐力壁性能を発揮できません。

●横架材間が3mを超える場合等

[通常の階高の場合] [階高が3mを超える場合]

耐力壁面材は

3mを超える
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継目受材
※継目の釘間隔は外周釘@と同じ

厚45㎜以上

片面：65㎜以上

※

両面：90㎜以上

耐力壁の面材は以下の例外を除き、横架材間を1枚もので張ることが基本です。

1枚で張る

⑤　受け材、頭繋ぎは、横架材または床合板にCN75(材厚45の場合はCN90)で固定します。両端部を並列に2本ずつ固定し、

　　中間部を@100以内の千鳥打ちにします。また、間柱間の釘本数は4本以上としてください。
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　　中間部を@150以内の千鳥打ちとします。

⑦　真壁納まりの添え間柱は、柱に対し釘CN75(材厚45の場合はCN90)で固定します。両端部を並列に2本ずつで固定し,

CN75　＠100㎜　千鳥打ち
(材厚45の場合はCN90)

受け材・頭繋ぎ（柱間は通す）

の固定方法と同じとする。

継目受材の端部固定は、1-4 ◆◆部

◆◆　間柱・継目間柱の端部の固定　◆◆

CN75 3本で固定（2本 + 1本）

　　補強材は間柱と同じ材料とし、端部をCN75　2本以上で固定します。

合板300㎜以上
(合板最小寸法は高さ・巾共に300㎜とする)



400mm以上

※穴径は３０mm以下

穴間隔

（１２箇所まで）
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【穴径：φ７０mm以下の場合】

穴を開けることが可能な範囲は、下図　　　　  　の範囲です。

2-1. 　 梁(側面)の穴開け

穴のサイズ

梁のサイズ
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高さ
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内径

梁成

スパンのL/５の内、２/５または４/５の位置

φ７０越えφ１００mm以下（VP１００不可）

３００mm以上

範囲

穴を開けられる

構造用合板　厚１２mm両面張り

釘　ＣＮ５０

構造用合板　厚２８mm片面張り

釘　ＣＮ７５補強方法

その他 必ず木工用ボンドを併用すること

中間部：＠１５０mm程度２列

上下部：＠７５mm　千鳥打ち

打ち方

釘の

合

板

と

釘

※ＶＰ７５：外径８９mm⇒使用可、ＶＰ１００：外径１１４mm⇒使用不可

※木工用ボンドは、酢酸ビニル系ゼロホルマリン接着剤を使用すること
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●穴あけの範囲と補強方法 ●設備配管穴の開けられる範囲

●穴の補強方法(釘の打ち方)
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2-4. 　 柱の穴開け
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・穴開けと同位置の欠き込みは不可とする。

　２面の場合は５mm以下とする。

・欠き込みは２面までとし、欠き込み深さは１面の場合は１０mm、

・書き込み位置は、穴開けと同様の範囲とする。

・欠き込みは管柱のみとし、主柱・通し柱は不可とする。

○柱に窓まぐさの欠き込みを行う場合

構造上主要な梁の側面に穴を開ける場合は以下の基準とします。

両面補強

片面補強

柱巾Ｂ：最大穴径

105mm　：　20mm以下
120mm　：　30mm以下

170mm以上　：　40mm以下

梁
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：
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主柱

配管穴

穴間隔

（６箇所まで）
穴径の５倍以上

400mm以上 穴あけ可能範囲

梁スパン：Ｌ

80mm以上

60mm以上

主柱
梁
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梁成　Ｄ　：　最大穴径

180mm　：　40mm以下
210mm　：　50mm以下
240mm　：　60mm以下

300mm以上  ：  70mm以下

構造管柱が取りつく部分には金物のハンガーボルトが打ち込まれているため、

柱の直上、直下には穴を開けないでください。

2. 　 設備施工

PF12

ハンガーボルト

穴開け禁止

管柱

100 100

穴を開けることが可能な範囲は、下図　　　　  　の範囲です。

構造上主要な梁の上下面に穴を開ける場合は以下の基準とします。

2-2. 　 梁(上下面)の穴開け

※梁下面の欠きこみは禁止

2-3. 　 梁(上面)の欠き こ み

構造管柱が取りつく部分には金物取り付け用のハンガーボルトが打ち込まれているため、穴を開けないでください。

【穴径：φ７０mmを超える場合】

穴の中心が梁の中心から、上下２０mm以内

各範囲 1ヶ所（合計 2ヶ所まで）

・穴径は３０mm以下とする。
　深さ5㎜までとする。
・梁下の欠き込みは間柱欠きに限り



2-5. 　 耐力壁の穴開け
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Ａ：開口補強が不要な場合

50mm以上

150mm以上

Ｂ：開口補強が必要な場合

50mm以上

φ250mm(□170mm)以下
φ250mm(□170mm)以下

補強材
500mm以内

＜中央間柱を分断する開口の場合＞

　耐力壁に穴を開ける場合は以下の基準とします。

　穴を開けることが可能な範囲は、下図　　　　  　の範囲です。

●耐力壁の穴開けの共通事項

　・穴開けの最大寸法は、施工する構造面材の巾の1/3以下とする。

　　施工前にＮＣＮにご相談ください。

・開口補強が不要な穴開けは、丸穴で160mm、角穴で110mm以下とし、

　1枚の面材に2箇所までとします。

　開口寸法≦φ160mm(□110mm)

・コンセントボックス50mm×100mm程度の穴は、50mm以上の間隔を

　あければ2つまで横に並べることが可能です。

・コンセントボックス50mm×100mm程度の穴は、上下に300mm以上の

　間隔をあければ合計3箇所まで穴開けが可能です。

※コンセントボックスが3個以上並ぶ場合は、Ｂの補強を行ってください。

・開口補強が必要な穴開けは、丸穴で250mm、角穴で170mm以下とし、1枚の面材で2箇所までとします。

　φ160㎜(□110mm)＜開口寸法≦φ250㎜(□170㎜)

・補強が必要な穴は、横に並べることはできません。

・補強材は、間柱と同じ材料とし、端部をCN75　2本以上で固定します。

見付け幅30mm以上の材
150mm以上

50mm以上

穴開け可能範囲

合板の端距離の確保

上下端：150mm以上

左右端： 50mm以上

　・複数の穴開けは、上下方向に300㎜以上の間隔をあけること。

φ160mm(□110mm)以下

50mm以上

50mm以上

補強材

●床合板の補強

　・床下収納や床下点検口を設ける場合は、床合板と適宜補強してください。
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※(Ａ+Ｂ)≦Ｗ/３ かつ 300㎜

！

合板継目への
穴開けは禁止

【穴開けの例】

◎穴開けは合計4箇所までＯＫ

◎ ＯＫ

50×100

間隔300未満

× ＮＧ

50×100

× ＮＧ

※50×100は2つまで

　横に並べてＯＫ

補強した穴

50×100

補強材

床合板の指定釘で固定

※開口の上下間隔は

　300mm以上を確保

・開口周囲の間柱、補強材は構造面材の外周釘ピッチと同じ間隔で釘打ちを行ってください。

間隔300未満

規定を超える穴

　　※その他、床に重量物を置く場合（ピアノ、重い水槽等）

●真壁納まりの場合

　・真壁納まりの場合で柱に直接コンセントボックスを取り付ける場合、

　　右図のように補強材を施工し、合板端からの距離を確保してください。

2-6. 　 床合板の穴開け

上記以外の方法で穴開けを実施する場合、開口周囲に補強材を入れ適宜補強を行うこと。

●基本事項

　・補強不要な穴開けの寸法は、丸穴で200mm、角穴で150mm以下とする。

　・穴開けの巾の合計は、施工する構造面材の巾の1/3以下かつ300mm以下とする。

　・穴開けは、合板の端から100mm以上の間隔をあけること。

　・複数の穴開けは、100mm以上の間隔を開けること。

　・1枚の構造面材に可能な穴開けは、【Ａ：補強不要】と【Ｂ：補強必要】を合計して4箇所以下とする。

　・補強不要なコンセントボックス程度の穴以外は、横に並べないこと。

　・規定にない方法で穴開けを実施した場合、ＳＥ構法の構造性能を発揮できない場合があります。

※150×100に変更して

　補強した場合はＯＫ


